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2. 会社概要 
 

事業所名 株式会社エフ・トレード 

代表者 代表取締役社長 中村正義 

所在地 

受付 神奈川県横浜市港北区新横浜 3－13－6 新横浜葉山第 3 ビル 5 階 

研修センター 同ビル 5 階 

人材支援室 同ビル 6 階 

休憩室 同ビル７階 

経営本部 同ビル 8 階 

事業内容 

アプリケーション・ソフトウェアの開発 

システム・ネットワークの構築・運用・保守 

ソフトウェアの評価検証 

環境管理責任者 

及び連絡先 

代表取締役社長 中村 正義 

TEL：045-534-9811 FAX：045-534-9812 

対象範囲 全社・全活動 

対象期間 2022 年 4 月 ～ 2023 年 3 月 

事業規模 
2021 年 3 月末 2022 年 3 月末 2023 年 3 月 － 

 
従業員数(人) 69 75 78 － 

 
延床面積(㎡) 370.72 370.72 370.72 － 
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3. 環境経営方針 
 

 

 

「基本理念」 
 

株式会社エフ・トレードは、「人×ニーズにあわせて進化する」の理念のもと、お客様へ IT サービスを提供

することで社会的責任の遂行を図ります。 

環境経営への取組も重要な責務の一つである認識して、環境関連法規等を遵守し、全ての事業活動において

全従業員による環境活動と環境経営の継続的改善によって脱炭素社会の実現に貢献します。 

 

 

 

「環境経営方針」 
 

当社は、基本理念に基づいて環境経営システムを運用し、以下の事項に持続的に取り組んでまいります。 
 

1. 電力使用量の削減による二酸化炭素排出量の削減 

2. 廃棄物の分別処理とリサイクルによる廃棄物排出量の削減 

3. コピー用紙廃棄量の削減 

4. 備品消耗品のグリーン購入推進 

 

環境経営方針を全従業員へ周知し、定期的な社内教育によって環境保全に対する意識向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

制定：2020 年 12 月 1 日 

 

株式会社エフ・トレード 

代表取締役社長 中村 正義 
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4. 実施体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※開発部は主にクライアント先常駐 

 

役割 責任・権限 

代表取締役社長 環境経営方針の策定・周知 

環境経営システムの運用のための資源の確保 

環境経営システムの定期的な評価・見直し 

環境管理責任者の任命 

環境管理責任者 環境経営システムの構築・運用・維持 

代表への環境経営システムの実施状況報告 

関連法規の取りまとめ表の維持管理・遵守徹底 

環境関連文書及び記録の作成・管理 

EA21 事務局 環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

環境目標・環境活動計画書の原案策定 

環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

環境関連の外部コミュニケーションの記録 

全従業員 環境経営方針の理解 

環境活動への積極的な参加 

 

  

開発部 

代表取締役社長 

管理部 営業部 

環境管理責任者 

EA21 事務局 
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5. 中期環境経営目標 
 

項目 単位 基準 

目標 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

2022 年 4 月～2023 年 3 月 2023 年 4 月～2024 年 3 月 2024 年 4 月～2025 年 3 月 

 基準比  基準比  基準比 

1.CO2排出量 kg-CO2 16,584 15,466 93.0% 15,145 91.0% 15,050 90.7% 

 電力 kWh 34,000 31,620 93,0% 30,940 91.0% 30,680 90.2% 

 ガソリン L 480 465 97.0% 460 96.0% 460 96.0% 

2.一般廃棄物 kg 300 279 93.0% 273 91.0% 271 90.3% 

3.用紙廃棄量 kg 288 282 98.0% 279 97.0% 276 95.8% 

4.グリーン購入 点 14 18 128.5% 20 142.8% 22 157.1 

5.社内教育 回 0 1 - 1 - 1 - 

 

※電力の CO2排出係数：0.455kg-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナー 2019 年度調整後排出係数) 

※ガソリンの CO2排出係数：2.320kg-CO2/L 

※水使用量はテナントとして使用量の把握が困難なため数値目標を設定しておりません。 

※化学物質は使用していないため数値目標を設定しておりません。 
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6. 境経営目標の今期実績 
 

項目 単位 基準 

2022 年度 

(2022 年 4 月～2023 年 3 月) 

目標 実績 目標比 評価 

1.CO2排出量 kg-CO2 16,584 15,466 15,820 102.2% △ 

 電力 kWh 34,000 31,620 31,069 98.2% 〇 

 ガソリン L 480 465 726 156,1% × 

2.一般廃棄物 kg 300 279 317.98 112.7% × 

3.用紙廃棄量 kg 288 282 93 32.9% ○ 

4.グリーン購入 点 14 18 32 177.7% 〇 

5.社内教育 回 0 1 0 0.0% × 

※電力の CO2排出係数：0.455kg-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナー 2019 年度調整後排出係数) 

※ガソリンの CO2排出係数：2.320kg-CO2/L 

※水使用量はテナントとして使用量の把握が困難なため数値目標を設定しておりません。 

※化学物質は使用していないため数値目標を設定しておりません。 

 

【コメント】 

・CO2排出量は目標値より微増に抑えられました。 

・一般廃棄物が目標より増加したのは、社員数の増加の為と思われます。 

・用紙廃棄量は大きく減少傾向にあります。資格試験配信事業の頻度が減った為と考えられます。 

・グリーン購入は年々増加していますので、今後もコピー用紙などの消耗品を積極的に購入いたします。 

・社内教育は社員総会内で実施予定でしたが、社員総会が中止となったため実施できませんでした。 

・ガソリン使用量が目標から大きく増加した理由は、事業撤退の対応の際に自動車を利用することが増えた為

です。 
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7. 環境経営計画の取組結果と評価 
 

環境経営目標 目標達成のための取組内容 評価 次年度の取組 

電力使用量の削減 

夜間・休日・離席時の PC プリンタ等の電源

OFF 
〇 継続 

空調の適温利用(夏場 26～28℃ 冬場 22～

24℃) 
〇 継続 

不要な場所の空調と照明の電源 OFF 〇 継続 

クールビズ・ウォームビズの推進 〇 継続 

ガソリン使用量の削減 
アイドリングストップ 〇 継続 

燃費・空気圧の確認 〇 継続 

一般廃棄物の排出量削減 

用紙廃棄量の削減 

ゴミの分別 〇 継続 

使い捨て製品の使用抑制 〇 継続 

マイカップの利用 〇 継続 

両面印刷 2in1 印刷の活用 〇 継続 

社内資料の電子化・データでの共有 〇 継続 

グリーン購入 
適合商品の優先購入 〇 継続 

定期購入する商品のリスト作成 × 検討 

社内教育 環境問題への興味関心づけの資料を社内展開 × 検討 

その他の活動 

3S(整理・整頓・清掃) 〇 継続 

WLB30 〇 継続 

緊急事態の対応に関する試行及び訓練 〇 継続 

 

【コメント】 

・電気使用量の削減には、男性女性を問わないクールビズの推進等で取り組むことが出来ました。 

・使い捨てでないカップ、食器の利用を新たにインターンシップ参加者にも進めています。給湯室の 

清掃等で使いやすい環境を整えています。 

 

引続き不要な電力、用紙の使用量削減に努めます。 
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8. 次年度の環境経営目標及び計画 
 

項目 単位 基準 

目標 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

2022 年 4 月～2023 年 3 月 2023 年 4 月～2024 年 3 月 2024 年 4 月～2025 年 3 月 

 基準比  基準比  基準比 

1.CO2排出量 kg-CO2 16,584 15,466 93.0% 15,145 91.0% 15,050 90.7% 

 電力 kWh 34,000 31,620 93,0% 30,940 91.0% 30,680 90.2% 

 ガソリン L 480 465 97.0% 460 96.0% 460 96.0% 

2.一般廃棄物 kg ※420 279 93.0% 415 98.8% 410 97.6% 

3.用紙廃棄量 kg ※135 282 98.0% 133 98.5% 131 97.0% 

4.グリーン購入 点 14 18 128.5% 20 142.8% 22 157.1 

5.社内教育 回 0 1 - 1 - 1 - 

6.Y-SDGs 更新へ

の取組み 
回 0 - - 1 - 1 - 

 

※電力の CO2排出係数：0.455kg-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナー 2019 年度調整後排出係数) 

※ガソリンの CO2排出係数：2.320kg-CO2/L 

※社用車のみにガソリン使用。 

※水使用量はテナントとして使用量の把握が困難なため数値目標を設定しておりません。 

※化学物質は使用していないため数値目標を設定しておりません。 

＜追加＞ 

※2023 年度より従業員数の増加を見越して、一般廃棄物の基準を 28ｇ（22 年度 1 人当たり廃棄量）×15（23 年度本社勤務人

数）に変更。 

※2023 年度より事業内容に変更があり、用紙使用量に削減が見込まれるため廃棄量の基準を 9ｇ（22 年度 1 人当たり廃棄量）

×15（23 年度本社勤務人数）に変更。 
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環境経営目標 日程 目標達成のための取組内容 責任部署 実施者 

電力使用量の削減 通年 

夜間・休日・離席時の PC プリンタ等の電源

OFF 
営業・管理 全社員 

空調の適温利用(夏場 26～28℃ 冬場 22～

24℃) 
営業・管理 全社員 

不要な場所の空調と照明の電源 OFF 営業・管理 全社員 

クールビズ・ウォームビズの推進 全部署 全社員 

ガソリン使用量の削減 通年 
アイドリングストップ 代表取締役社長 

燃費・空気圧の確認 代表取締役社長 

一般廃棄物の排出量削

減、用紙廃棄量の削減 
通年 

ゴミの分別 全部署 全社員 

使い捨て製品の使用抑制 全部署 全社員 

マイカップの利用 営業・管理 営業・管理 

両面印刷 2in1 印刷の活用 営業・管理 営業・管理 

社内資料の電子化・データでの共有 営業・管理 営業・管理 

グリーン購入 
通年 適合商品の優先購入 管理 管理 

年 1 回 定期購入する商品のリスト作成 管理 管理 

社内教育 年 1 回 
環境問題への興味関心づけの資料を社内展

開 
EA21 事務局 

Y-SDGs 更新への取り

組み（目標 4・5・8・13） 
年 1 回 

SDGs に関連した取り組みを行う 

（ベルマーク活動等） 
管理 営業・管理 

その他の活動 
通年 

3S(整理・整頓・清掃) 全部署 全社員 

WLB30(業務に支障が無ければ定時 30 分前

に帰宅可能) 
営業・管理 営業・管理 

年 1 回 緊急事態の対応に関する試行及び訓練 営業・管理 営業・管理 
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9. 環境関連法規等の遵守状況 
 

法規等の名称 要求事項 対応方法 

廃棄物処理法 
一般廃棄物の廃棄物抑制と適正な処理 

運搬・処分等の委託基準の遵守 
委託先の認可・許可内容の確認 〇 

小型家電リサイクル法 
OA 機器・パソコン等の長期間利用 

リサイクル 
PC 等廃棄時は業者に回収依頼 〇 

家電リサイクル法 
特定家電の適正な業者への引渡し 

リサイクル料金の支払い 
特定家電廃棄時は業者へ回収依頼 〇 

グリーン購入法 環境配慮品の優先購入 環境に配慮した商品の優先購入 〇 

横浜市廃棄物等の減量

化、資源化及び適正処理

等に関する条例 

廃棄物の減量化・資源化及び適正な処理 
ビル管理会社基準での分別・排出 

再生品の積極的利用 
○ 

プラスチックに係る資

源循環の促進等に関す

る法律 

プラスチック使用製品の分別排出 

プラスチック使用製品の排出抑制 

ビル管理会社基準での分別・排出 

再生品の積極的利用 
○ 

 

環境関連法規等の遵守状況評価の結果、上記の違反はありませんでした。 

また、環境関連に関する訴訟及び苦情もありませんでした。 
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10. 環境に関わる社内設備 
 

設備内容 概要 

 

マイカップ・マイ箸・マイバックを推進して使い捨

て製品の削減を行っています。 

他にもゴミの分別方法を分かりやすく掲示すること

や、ペーパーレスに向けた具体的な取り組み方法を

知らせることで、環境に配慮した行動を心掛けてい

ます。 

 

 

高さのある家具には突っ張り棒を取り付け、地震の

際の怪我の防止、避難経路の確保に努めています。 

 

全てのエアコンにファンを取り付けて空気循環の効

率化や温度差の解消が行われることで、CO2 の削減

に配慮しながら快適な業務環境を整えています。 

 

休憩室の家具に統一感を持たせ、オフィスグリコを

設置することで、リラックスして休憩を取れる環境

となっています。社員同士の交流や業務効率向上に

繋がっています。また、各テーブルにアルコールテ

ィッシュを用意して衛生面にも配慮しています。 
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11. 代表者による全体評価と見直し 
 

項目 変更内容 

環境経営方針の変更 無し。 

環境経営目標の変更 Y-SDGs 更新への取り組みを追加 

環境経営計画の変更 Y-SDGs 更新への取り組みを追加 

実施体制の変更 無し。 

 

【代表者による全体評価】 

 

環境経営に関する課題に関して積極的に今後も取り組みをおこない、新しい時代に即した方法で対応をおこ

なっていきます。また常に改善を念頭において新しい方法を模索するようにして現状に満足するのではなく

自ら考え行動する組織体として課題にとりくむ組織にします。 

 

 

 

株式会社エフ・トレード 

代表取締役社長 中村 正義 

 

 


